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特
集み

ん
な
で

「
元
気
で
存
在
感
の
あ
る
県
づ
く
り
」

を
進
め
ま
し
ょ
う

ふ
る
さ
と
く
ろ
〜
ず
あ
っ
ぷ

錦
町
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人
口
の
減
少
や
少
子
・
高
齢
化
、高
度
情
報
化
な
ど
、本
県
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、県
で
は
、総
合
的
、長
期
的
な
県
政
運
営
の
指
針
で
あ
る

「
や
ま
ぐ
ち
未
来
デ
ザ
イ
ン
21
」（
略
称：

デ
ザ
イ
ン
21
）に
基
づ
き
、新
し
い
県
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
21
は
、平
成
十
年
度
か
ら
二
十
二
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
間
の
社
会
や
経
済
な
ど
の
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、計
画
を
着
実
に
達
成
す
る
た
め
、

中
期
的
な「
実
行
計
画
」（
計
画
期
間
四
年
）を
順
次
作
っ
て
い
ま
す
。

今
年
十
月
に
は
、山
口
き
ら
ら
博
の
成
功
を
原
動
力
に
、県
民
の
皆
様
と
市
町
村
が
主
役
と
な
る

県
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ
る
た
め
、第
三
次
実
行
計
画
を
作
り
ま
し
た
。

こ
の
計
画
を
実
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、県
政
に
対
す
る
県
民
の
皆
様
や

市
町
村
、企
業
、団
体
な
ど
の
理
解
と
自
主
的
・
主
体
的
な
参
加
が
必
要
で
す
。

県
民
の
皆
様
の
知
恵
と
力
を
結
集
し
、元
気
で
存
在
感
の
あ
る
山
口
県
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

デ
ザ
イ
ン
21
を
着
実
に
進
め
る
実

行
計
画
は
、二
年
ご
と
に
見
直
し
を
行

い
、そ
の
結
果
を
生
か
し
て
、次
の
実

行
計
画
を
作
り
ま
す
。こ
こ
で
は
、こ

れ
ま
で
に
作
っ
た
二
つ
の
実
行
計
画
と

そ
の
成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、デ
ザ
イ
ン
21
を
円
滑
に
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
た
め
の
最
初
の
実
行
計

画
（
計
画
期
間：

平
成
十
年
度
〜
十

三
年
度
）で
は
、八
つ
の
「
や
ま
ぐ
ち

未
来
創
造
夢
戦
略
」（
略
称：

夢
戦
略
）

に
掲
げ
た
六
十
の
構
想
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

新
し
い
県
づ
く
り
の
基
礎
を
築
き
ま

し
た
。

そ
し
て
、第
二
次
実
行
計
画（
計
画

期
間：

平
成
十
二
年
度
〜
十
五
年
度
）

で
は
、新
し
い
県
づ
く
り
を
よ
り
確
実

に
進
め
る
た
め
、特
に
山
口
き
ら
ら
博

を
は
じ
め
と
す
る
二
十
二
の
構
想
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、山
口
き
ら
ら
博
と
や
ま
ぐ

ち
情
報
ス
ー
パ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う

本
県
の
飛
躍
に
つ
な
が
る
大
き
な
舞

台
が
で
き
た
ほ
か
、山
口
県
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
の
制
定
、県
民
活
動

支
援
体
制
の
整
備
な
ど
、二
十
一
世

紀
へ
の
架
け
橋
と
な
る
社
会
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
や
基
盤
づ
く
り
が
進
ん
で
き
ま

し
た
。

今
回
の
第
三
次
実
行
計
画（
計
画
期

間：

平
成
十
四
年
度
〜
十
七
年
度
）は
、

山
口
き
ら
ら
博
で
得
ら
れ
た
成
果
な
ど

を
生
か
し
て
、デ
ザ
イ
ン
21
に
よ
る
県
づ

く
り
の
さ
ら
な
る
躍
進
を
目
指
す
も
の

で
す
。こ
の
計
画
で
は
、県
民
の
皆
様
や

県
出
身
者
の
皆
さ
ん
が
山
口
県
を
誇
れ

る
、ま
た
、全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
「
元

気
で
存
在
感
の
あ
る
県
づ
く
り
」
を
基

本
理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、次
に
ご
紹
介
す
る

第
三
次
実
行
計
画
で
は
、次
の
三
つ

の
目
標
に
重
点
的
に
取
り
組
み
、そ
の

実
現
に
向
か
っ
て
、四
十
の
戦
略
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
掲
げ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

地
方
分
権
の
本
格
化
に
よ
り
、そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
体
が
政
策
で
競
い
合
う

地
域
間
競
争
の
時
代
に
な
っ
て
い
ま

す
。
本
県
で
も
、自
治
体
が
進
む
べ
き

方
向
を
、自
ら
の
責
任
で
、自
ら
決
定

し
、住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、新
た

な
地
域
社
会
を
創
造
す
る
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
分
権
の
流
れ
に
対
応
し
、

地
域
の
問
題
は
住
民
の
皆
さ
ん
自
ら

が
解
決
す
る
こ
と
を
基
本
に
、そ
れ
で

も
で
き
な
い
こ
と
は
住
民
の
皆
さ
ん
と

自
治
体
が
共
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り

組
む
、自
立
・
協
働
型
の
地
域
社
会
を

目
指
し
ま
す
。
ま
た
、人
材
や
も
の
な

ど
地
域
の
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、生
み
出
さ
れ
た
活
力

が
さ
ら
に
新
し
い
活
力
へ
と
つ
な
が
り
、

持
続
的
に
発
展
す
る
、循
環
型
の
地

域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
十
二
年
の
国
勢
調
査
な
ど
に

よ
る
と
、本
県
の
総
人
口
は
全
国
二
十

五
位
に
あ
る
も
の
の
、平
成
七
年
に
比

べ
て
二
万
七
千
五
百
七
十
九
人
減
少

し
、減
少
傾
向
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、出
生
率
は
全
国
四
十
二
位

に
、六
十
五
歳
以
上
の
老
年
人
口
割

合
は
全
国
六
位
に
な
る
な
ど
、典
型
的

な
少
子
・
高
齢
社
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、景
気
の
動
向
に
左
右
さ
れ
や

す
い
化
学
、石
油
、鉄
鋼
な
ど
の
基
礎

素
材
型
工
業
に
依
存
し
た
産
業
構
造

や
、中
小
都
市
が
分
散
し
た
都
市
構

造
は
、改
善
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
状
況
は
、将
来
、本
県
の

活
力
の
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
る
た
め
、本
県
の
元
気
の
原
動
力

と
な
る
人
口
・
産
業
・
都
市
構
造
の
変

革
に
取
り
組
み
ま
す
。

山
口
き
ら
ら
博
に
お
け
る
県
民
の

皆
様
の
活
躍
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、本
県
に
は
時
代
を
切
り
開
い
て
い

く「
ひ
と
」の
大
き
な
力
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、美
し
い
自
然
環
境
、暮
ら
し

や
す
い
住
環
境
な
ど
、全
国
的
に
も
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
「
住
み
良
さ
」
を

持
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、古
く
か
ら
、

ア
ジ
ア
大
陸
へ
の
玄
関
口
と
し
て
、ま

た
、西
日
本
に
お
け
る
交
通
な
ど
の
重

要
な
地
と
し
て
、多
彩
で
活
発
な
「
交

流
」
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
優
れ
た
特
性
を
最
大
限

に
活
用
し
、全
国
に
誇
れ
る
個
性
と

し
て
発
展
さ
せ
ま
す
。

「
三
つ
の
挑
戦
」
を
柱
に
、八
つ
の
夢
戦

略
に
沿
っ
て
、四
十
に
再
構
築
し
た
戦

略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
四
、五
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。）を
効
果
的
に
進
め
、県
民

の
皆
様
や
市
町
村
、企
業
、団
体
な
ど

と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
、二
十
一
世

紀
に
躍
動
す
る「
元
気
県
山
口
」の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

な
お
、計
画
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、

客
観
的
な
指
標
を
使
っ
て
、計
画
の
達

成
度
を
評
価
す
る
仕
組
み
を
平
成
十

六
年
度
か
ら
取
り
入
れ
ま
す
。

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

三
つ
の
挑
戦

実行計画 
10年度～13年度 

第二次実行計画 
12年度～15年度 

軌道に乗せるための計画 

21世紀へのステップとなる計画 

デザイン21による県づくりの 
さらなる躍進を目指す計画 

60の構想・ 
プロジェクトの構築 

60の構想・ 
プロジェクトのうち、 
山口きらら博をはじめ、 
22の構想・プロジェクトを 

重点化、加速化 

40の戦略プロジェクト 
（60の構想・プロジェクトを再構築） 

21世紀への架け橋となる 
社会システムづくり・基盤づくり 

21世紀に躍動する 
「元気県山口」の実現 

第三次実行計画 
14年度～17年度 

【3つの挑戦】 

■自立・協働・循環型の 
　地域社会の創造 

■人口・産業・都市構造の変革 

■ひと・住み良さ・交流による 
　個性の形成 

■やまぐち未来デザイン21

基本 
理念 

元
気
で
存
在
感
の
あ
る
県
づ
く
り
 

【お問い合わせ先】
県政策企画課
1０８３（９３３）２５１６
http://www.pref.yamaguchi.jp/gyosei/seisaku/design21/honpen.htm
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自
立
・
協
働
・
循
環
型
の

地
域
社
会
の
創
造

人
口
・
産
業
・
都
市
構
造
の
変
革

ひ
と
・
住
み
良
さ
・
交
流
に
よ
る

個
性
の
形
成
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ひとのくに創造夢戦略 

1

2

3

4

5

6

県民活動創造　  

元気県山口情報発信　 

21世紀の松下村塾形成　  

夢はぐくむ子どもたちの育成　  

時代を拓く教育機関整備　  

男女共同参画推進　   

 
文化・スポーツ創造夢戦略 
 

7

8

9

10

11

個性豊かな県民文化創造　  

明治維新館整備 

県民スポーツ総参加 

スポーツ交流ゾーン推進 

スポーツによるまちづくり支援 

平成１８年に本県で開催の国民文化祭の準備を着実に進めるとともに、 
個性豊かな県民文化の創造に向けて積極的に取り組みます。 

明治維新をテーマとした多彩な交流機能を有する施設の整備を進めます。 

平成２３年に本県で開催の国民体育大会を視野に入れ、 
一人ひとりのレベルなどに応じてスポーツを楽しむ県民スポーツ総参加を進めます。 
山口国体を視野に入れ、県内外との幅広い交流の場となる 
スポーツ交流ゾーンの整備や活用を進めます。 

県と市町村が連携して、 
地域が一体となったスポーツによるまちづくりを支援します。  

健やか長寿社会創造夢戦略 
 

12

13

14

15

16

みどり創造夢戦略 
 

17

18

19

20

21

環境パートナーシップ推進 

自然と人との共生推進 

産学公協働の山口ゼロエミッション推進 

森・川・海共生　 

地球環境保全推進 

県民の皆様と共に力を合わせて、環境学習・環境保全活動を県内全域に 
展開する仕組みづくりを進めます。  
 

多様な生物が生息できるような環境づくりと、自然を守り育てる県民活動を進めます。 

 企業や大学、行政、ＮＰＯ法人（特定非営利活動法人）、 
市民組織などが共に力を合わせて、ごみゼロ社会づくりを進めます。 
 

本県の自然特性を生かして、地域が一体となった、独創的な環境保全活動を進めます。  
 
企業や大学、行政、ＮＰＯ法人、市民組織などが共に力を合わせて、 
地球環境保全活動を進めます。 
 

健康やまぐち推進 

支え合う安心やまぐち推進 

ユニバーサルデザインのまちづくり 

やまぐち子育て文化創造 

生涯現役社会づくり 

 

生活習慣病の予防を重視した、県民総参加による健康づくりを進めます。   

だれもが安心して暮らせるよう、保健・医療・福祉の仕組みづくりや 
住民参加による支え合うまちづくりを進めます。 

高齢者の方や障害のある方をはじめ、 
すべての人にやさしいまちづくりを進めます。 

子育てを社会全体で支える環境づくりを進めます。 

高齢者の方が生き生きと活躍できる社会づくりを進めます。 

地域パワーアップ創造夢戦略 

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

おいでませ山口推進 

陸・海・空の総合交通ネットワーク整備 

国際化推進 

やまぐち情報スーパーネットワーク推進 

 

 

 

 

産業フロンティア創造夢戦略 
 

32

33

34

35

ふるさと産業創造夢戦略  
 

37

38

39

40

ふるさと産業元気サポート 

ふるさとの起業家支援 

儲かる漁業推進 

フラワーランド整備　 

森林バイオマスエネルギー活用推進　 

市町村合併推進　 

都市形成 

安心・安全の地域基盤づくり 

協働と交流による地域づくり 

中山間地域活力創造 

雇用促進　 

地方分権や地域づくりの基本となる市町村の体力強化に向けて、市町村合併を進めます。 

豊かで住みやすい快適な都市づくりと、市町村合併をきっかけとした中核都市の形成を進めます。 

防災や防犯などを強化するため、環境の整備などを進めます。 

都市と農山漁村との交流など、広域的な地域間交流を進めます。 

中山間地域の住み良さなどの向上に取り組みます。 

雇用のミスマッチの解消を重点に、離職者の再就職支援や若者の就職支援を進めます。 

交流活力創造夢戦略 

戦略的次世代産業集積 

産学公協働の産業高度化 

創造的産業活動支援 

新たな交流拠点施設整備 

おもてなしの心や地域の観光資源を生かして、交流人口の拡大に取り組みます。 

広域交流の基盤である道路や港湾、空港などの 
総合交通ネットワークの整備を進めます。 

県民の皆様の自主的な国際交流活動を支援するなど、国際交流先進県づくりを進めます。 

やまぐち情報スーパーネットワークを最大限に活用した 
独創的な情報化戦略を進めます。 

次世代の県内産業の育成につながる、 
成長産業や先端技術産業などの誘致・集積を進めます。 

企業や大学、行政などが共に力を合わせて、新技術・新産業の創出を進めます。 

新たな事業分野への進出が活発に展開されるよう、 
創造的で意欲的な産業活動への支援を進めます。 

人や物、情報など、多様な交流を促進する新たな交流拠点施設の整備を進めます。 

県民の皆様に県内の農林水産物を食べていただく地産・地消の促進や 
中小企業の振興など、特色ある地域産業への支援を進めます。 

多様な地域産業分野において、新たな起業家への支援や担い手の育成を進めます。 

漁家の育成と漁協組織の強化により、生産から流通までを通じて「儲かる漁業」を進めます。 

花きの生産支援や産地拡大、消費拡大の３つの機能を 
併せ持つフラワーランドの整備を進めます。 

間伐材や竹林などの未利用森林資源をエネルギーとして利用する、 
森林バイオマスエネルギーの活用を進めます。 

県民活動を活発化させるため、支援体制や環境の整備などを進めます。 

「元気県山口」のイメージ定着に向けて、県内外への情報発信を進めます。 

 セミナーパークを拠点に、新たな人材育成の体制づくりを進めます。 

 学校・家庭・地域社会がそれぞれの教育力を十分発揮できる環境づくりを進めます。 

時代を切り開く人材を育成する教育機関の整備を進めます。 

家庭や学校、職場など、あらゆる場における男女共同参画を進めます。 

※　　は新規の戦略プロジェクトを示しています。 
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ち さん　  ち   しょう 

もう 

ひら 
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八
月
七
日
か
ら
九
月
六

日
ま
で
の
一
カ
月
間
、第
三

次
実
行
計
画
の
中
間
案
に

対
し
て
、県
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重

な
ご
意
見
は
、第
三
次
実
行

計
画
に
反
映
す
る
と
と
も

に
、こ
れ
か
ら
の
県
づ
く
り

の
参
考
に
し
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
、そ
の
う
ち
の

い
く
つ
か
の
ご
意
見
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

産
・
育
児
の
負
担
軽

減
の
た
め
、出
産
の

前
後
や
子
ど
も
の
発
育
段

階
に
応
じ
て
、
総
合
的
に

支
援
が
で
き
る
制
度
を
創

設
し
て
は
ど
う
か
。

境
関
連
産
業
を
育

成
す
る
た
め
に
は
、

環
境
と
調
和
し
た
先
進
的

な
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
エ
コ

タ
ウ
ン
事
業
の
よ
う
に
、環

境
保
全
の
取
り
組
み
と
産

業
振
興
の
取
り
組
み
を
連

携
さ
せ
た
「
目
に
見
え
る

環
境
関
連
産
業
の
振
興

策
」
が
重
要
で
あ
る
。

際
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
は
、行
政

や
民
間
が
一
緒
に
な
っ
て
、

山
口
県
ら
し
い
国
際
協
力
や

国
際
交
流
を
生
か
し
た
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
と

い
う
視
点
が
必
要
で
あ
る
。

度
情
報
化
を
積
極
的

に
推
進
す
る
と
同
時

に
、高
齢
者
の
方
や
障
害
の

あ
る
方
を
は
じ
め
、だ
れ
も

が
利
用
し
や
す
い
環
境
の
整

備
を
進
め
、新
た
な
交
流
を

生
み
出
し
、地
域
づ
く
り
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

く
ら
計
画
は
よ
く
て

も
、狙
い
ど
お
り
に
目
標

を
達
成
で
き
る
か
ど
う
か
が

問
題
で
あ
る
。先
進
県
を
参
考

に
計
画
の
評
価
を
行
う
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
た
ら
ど
う
か
。

新規漁業就業者の研修

売れるものづくりのための産学公
協働による研究開発

外国語指導助手による授業

総合防災訓練

県立きらら浜自然観察公園での
自然体験学習

地域における子育て支援

県立きららスポーツ交流公園

山口きらら博メモリアルイベントの
ボランティア



自
然
と
調
和
し
、

人
を
や
さ
し
く
つ
つ
み
育

は
ぐ
く

む
清
流
の
ま
ち
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錦
町
ま
ち
ぐ
る
み
博
物
館

を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か

錦
川
清
流
線
錦
町
駅
周
辺
に
は
、

地
元
商
店
街
の
店
舗
や
公
共

施
設
、寺
院
な
ど
を
活
用
し
て
、ま
ち

全
体
を
博
物
館
と
見
立
て
た
「
錦
町

錦
町

ち
ょ
う

は
、「
錦
の
川
を
守
る
」「
錦

の
川
に
学
ぶ
」「
錦
の
川
と
生

き
る
」「
錦
の
川
を
活い

か
す
」「
錦
の
川

で
い
や
す
」の
五
つ
を
柱
に
、川
に
関
連

し
た
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、水
源
地
で
あ
る
森

林
を
守
る
た
め
に
間
伐
を
進
め
る
と

と
も
に
、水
辺
の
生
き
物
観
察
な
ど
、

川
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、河
川

公
園
の
整
備
を
は
じ
め
、錦
川
の
素
晴

ら
し
さ
を
伝
え
る
ビ
デ
オ
の
制
作
や
、

ふ 
 
る 
 
さ 
 
と 
 
～ 
 く 

 
ろ 
 
～ 
 
ず 
 
あ 
 
っ 
 
ぷ 
 

錦
町

錦町まちぐるみ博物館 

町役場 

錦町駅 

鯉の里ひろせ 

錦川 

トロッコ遊覧車発着駅 

434

錦町ボランティアガイド

林
はやし

節
せつ

司
し

さん 面積／210.32平方キロメートル
人口／4,128人

世帯数／1,826世帯
（2002.9.1現在）

町中心部上空から錦川を望む。

に
し
き

清流錦川

なつかしい写真館

清
流
を
眼
下
に
見
ら
れ
る
ト
ロ
ッ
コ
遊

覧
車
の
運
行
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
次
回
は
小
郡
町
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

イベント情報

※開催日は変更になることがあります。

【お問い合わせ先】
錦町地域振興課

10827（72）2111
http://www.urban.ne.jp/

home/wasabi/

【ボランティアガイドのお申し込み先】
にしき産品ステーション

10827（72）3180

【交通のご案内（町役場まで）】
○鉄道（最寄り駅）
錦川清流線錦町駅

○自動車
中国縦貫自動車道
六日市ICから10分

【錦川清流線カラオケ駅伝大会】･･･4月上旬

【府谷
ふのたに

ホタルまつり】･･･････6月第2土曜日

【寂
じゃく

地
ち

峡
きょう

もみじまつり】･･････････11月3日

【錦町ふるさとまつり】･･････････11月上旬

し

ら

清
流
錦
川
を
楽
し
み
な
が

ら
守
っ
て
い
ま
す

白
井い

啓け
い

二じ

さ
ん
は
、
錦
川
の
魅

力
を
伝
え
る
た
め
、
子
ど
も

た
ち
に
カ
ヌ
ー
な
ど
を
使
っ
た
川
遊

び
を
教
え
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

イ
ベ
ン
ト
で
錦
川
の
歴
史
や
文
化
を

紹
介
し
た
り
、
仲
間
と
川
の
清
掃
活

動
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

「
錦
川
が
大
好
き
。
守
っ
て
い
く

の
が
私
の
使
命
」
と
目
を
輝
か
せ
る

白
井
さ
ん
。

一
人
で
も

多
く
の
人

に
錦
川
の

美
し
さ
を

知
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

錦川清流委員会委員長の白井さん

ま
ち
ぐ
る
み
博
物
館
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、歴
史
や
文
化
、自
然
な
ど
、

町
の
魅
力
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

こ
こ
に
は
、鉄
道
グ
ッ
ズ
展
示
館
や

お
菓
子
の
館
、な
つ
か
し
い
写
真
館
、

切
り
絵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、広
瀬
映
画
館
資

料
館
な
ど
、十
二
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
九

つ
の
テ
ー
マ
館
が
あ
り
、骨
と
う
品
や

絵
画
な
ど
の
宝
物
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ま
た
、鯉
の
里
ひ
ろ
せ
で
は
、澄
ん
だ

水
に
群
れ
遊
ぶ
約
五
百
匹
の
コ
イ
を
見

な
が
ら
く
つ
ろ
げ
ま
す
の
で
、散
策
の

際
に
、ぜ
ひ
、お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
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男
女
が
共
に
響
き
合
う
社
会
を

目
指
し
て

十
月
十
二
日
、徳
山
市
の
徳
山
市

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
、男
女
共
同

参
画
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、男
女
共
同
参
画
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、十
月
の

推
進
月
間
に
合
わ
せ
て
開
催
し
た
も

の
で
す
。
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
は
、男
女
が

共
に
響
き
合
う
社
会
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
、独
立
し
た
複
数
の
旋
律
が
調

和
す
る
音
楽（
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
）か
ら
名

付
け
ま
し
た
。

当
日
は
、キ
ャ
ス
タ
ー
編
集
長
筑ち

く

紫し

山
口
き
ら
ら
博
メ
モ
リ
ア
ル
イ

ベ
ン
ト
を
開
催

月見だんごを作る子どもたちと
ボランティアの皆さん

私
た
ち
の
会
は
、重
度
の
自
閉
症

や
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
等
、生
ま
れ

つ
き
対
人
関
係
を
結
ぶ
能
力
な
ど
の

発
達
に
障
害
の
あ
る
子
ど
も
と
親
の

会
で
す
。
平
成
十
二
年
九
月
に
親
子

二
十
一
人
で
発
足
し
、
現
在
、
会
員

数
は
、親
子
会
員
と
会
の
活
動
を
支

援
す
る
賛
助
会
員
合
わ
せ
て
四
十
六

人
で
す
。

毎
月
三
回
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
の
支
援
を
得
て
街
に
出
た
り
、市
内

の
小
学
校
を
借
り
て
交
流
会
を
開
催

し
た
り
す
る
な
ど
、社
会
性
や
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
付
け
る
療
育

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、夏
休
み

に
は
、集
団
生
活
を
体
験
す
る
た
め
に

キ
ャ
ン
プ
を
行
う
な
ど
、子
ど
も
た
ち

に
何
が
必
要
か
を
考
え
な
が
ら
、さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

外
見
か
ら
で
は
障
害
の
有
無
が
分

か
り
に
く
い
子
ど
も
た
ち
の
心
を
支

え
て
い
る
の
は
、毎
回
の
活
動
に
参
加

さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

こ
の
二
年
間
、県
内
外
か
ら
百
人
以

上
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

活
動
に
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。
子
ど
も

た
ち
と
気
軽
に
楽
し
く
接
す
る
こ
と

で
、こ
の
障
害
を
正
し
く
理
解
し
、支

援
し
て
く
だ
さ
る
方
が
、増
え
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

キ
ラ
キ
ラ
☆
キ
ッ
ズ

（
会
長

岸き
し

田だ

あ
す
か
さ
ん
）

〒
七
五
二
―
〇
九
四
七

下
関
市
長

ち
ょ
う

府ふ

満ま
ん

珠じ
ゅ

町
四
〇
―
六

1
０
８
３
２（
４
５
）８
２
０
３

やまぐちの貴重な生物

オオバン
〈クイナ科〉

全長約40㌢の鳥で、全身が黒く、くちばしと
額が白いのが特徴です。近年、開発などに
より、生息域が狭くなっているようです。
●主な生息地：宇部市南部の干潟

かわら版
県政の主な動きや市町村からの情報をお届けします。

【
キ
ラ
キ
ラ
☆
キ
ッ
ズ
】下
関
市包丁の使い方を練習するため、デザート作りに挑戦 会場周辺を楽しく歩く参加者の皆さん

男女共同参画について講演する筑紫哲也さん

約2000人の歌声が響き渡った「第九」演奏会

や
ま
ぐ
ち
は
つ
ら
つ
健
康
フ
ェ

ス
タ
を
開
催

県
民
活
動
促
進
基
本
計
画
に

関
す
る
意
見
交
換
会
を
開
催

男
女
共
同
参
画
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ

ク
・
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

特
派
員
レ
ポ
ー
ト

え
る
「
地ち

産さ
ん

・
地ち

消
し
ょ
う

」の
直
売
所
と

し
て
、消
費
者
の
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

高
齢
者
い
き
い
き
館
で
は
、高
齢

者
の
方
の
健
康
づ
く
り
と
生
き
が
い

づ
く
り
を
目
指
し
て
、健
康
学
習
講

座
や
、趣
味
・
創
作
活
動
の
講
座
な

ど
を
開
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
近
く
の

田
布
施
川
沿
い
に
は
、
遊
歩
道
が

あ
り
ま
す
。「
紅
葉

も

み

じ

」「
雪
」
な
ど
童

謡
の
歌
詞
を
刻
ん
だ
碑
を
見
な
が

ら
、ゆ
っ
く
り

と
散
策
を
お

楽
し
み
く
だ

さ
い
。

施
設
の
ご
案
内

●

地
域
交
流
館

○

開
館
時
間

８
時
〜
16
時
30
分（
年
中
無
休
）

1
０
８
２
０（
５
１
）０
２
２
２

●

高
齢
者
い
き
い
き
館

○
開
館
時
間

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

○

休
館
日

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
、

12
月
29
日
〜
１
月
３
日

※
講
座
な
ど
へ
の
参
加
は
無
料
で
す

が
、和
室
な
ど
を
利
用
す
る
場
合

は
使
用
料
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1
０
８
２
０（
５
１
）０
２
２
１

田布施町特派員

い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
い
っ

ぱ
い
！

十
月
六
日
、山
口
市
の
山
口
県
総

合
保
健
会
館
で
、や
ま
ぐ
ち
は
つ
ら
つ

健
康
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、県
民
の
皆
様
に
健
康
づ
く

り
を
進
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、十
月

の
健
康
福
祉
月
間
に
合
わ
せ
て
開
催

し
た
も
の
で
す
。

会
場
で
は
、料
理
研
究
家
の
小こ

林
ば
や
し

カ
ツ
代よ

さ
ん
に
よ
る
「
元
気
に
な
る
料

理
学
」
と
題
し
た
記
念
講
演
の
ほ
か
、

健
康
相
談
、医
療
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展

示
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま

し
た
。

当
日
は
、会
場
周
辺
を
楽
し
く
歩

く
イ
ベ
ン
ト
も
行
い
、参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
、秋
空
の
下
、和
や
か
に
歩
い
て

い
ま
し
た
。

県
民
活
動
を
よ
り
一
層
進
め
る
た

め
に十

月
七
日
か
ら
柳
井
市
を
皮
切
り

に
県
内
八
会
場
で
、山
口
県
県
民
活

動
促
進
基
本
計
画
に
関
す
る
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、山
口
県
県
民
活
動

促
進
条
例
に
基
づ
き
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
、県
民
の
皆
様
の
自
主
的
で
主

体
的
な
社
会
参
加
活
動
で
あ
る
県
民

活
動
を
、計
画
的
に
促
進
す
る
た
め
に

定
め
る
も
の
で
す
。

各
会
場
と
も
、計
画
案
な
ど
に
つ
い

て
、活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
後
は
、い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参

考
に
、今
年
度
中
に
基
本
計
画
を
作

成
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

哲て
つ

也や

さ
ん
の
講
演
や
公
開
討
論
会
な

ど
、男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
を
行
い
ま
し
た
。

活発な意見が交わされた柳井会場

き
ら
め
く
元
気
を
発
信

十
月
二
十
六
日
と
二
十
七
日
の
二

日
間
、阿
知
須
町
の
県
立
き
ら
ら
ス
ポ

ー
ツ
交
流
公
園
で
、山
口
き
ら
ら
博
メ

モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、山
口
き
ら
ら
博
の
一
周
年

を
記
念
し
て
、七
月
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
や
、各
地
域
で
行
っ
て
き
た
一

連
の
イ
ベ
ン
ト
を
締
め
く
く
る
フ
ァ
イ

ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
た
も
の

で
す
。

会
場
で
は
、農
林
水
産
物
や
特
産

品
を
展
示
・
販
売
し
た
き
ら
ら
物
産

フ
ェ
ア
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行

い
、多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
最
後
の「
第
九
」
演
奏
会

で
は
、約
二
千
人
の
元
気
あ
ふ
れ
る
大

合
唱
が
公
園
内
に
響
き
ま
し
た
。

地
域
の
交
流
と
触
れ
合
い
の
拠
点

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
田
布
施

田
布
施
町
役
場
近
く
に
あ
る

「
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
田
布
施
」
は
、今

年
四
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、地
域
活
性
化
の
拠

点
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、「
地

域
交
流
館
」
と
「
高
齢
者
い
き
い
き

館
」
か
ら
な
る
複
合
施
設
で
す
。

地
域
交
流
館
で
は
、新
鮮
な
野

菜
や
果
物
な
ど
町
内
産
の
農
林
水

産
物
の
販
売
や
、イ
チ
ジ
ク
・
イ
チ
ゴ

な
ど
町
の
特
産
品
を
使
っ
た
お
菓

子
等
の
製
造
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。
出
荷
団
体
で
つ
く
る
協
議
会
が

運
営
し
て
お
り
、生
産
者
の
顔
が
見 新鮮な野菜が並ぶ地域交流館 ふれあいプラザ田布施

長合保典さん 
ちょうごうやすのり 
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河か
わ

上か
み

左さ

京
き
ょ
う

展

12
月
22
日
○日
ま
で

1
０
８
２
７（
４
１
）０
４
５
２

海
と
花
と
子
ど
も
た
ち

１
月
13
日
○祝
ま
で

1
０
８
３
４（
６
２
）３
１
１
９

ソ
ラ
ー
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス

12
月
21
日
○土
〜
12
月
23
日
○祝

1
０
８
３
５（
２
６
）５
０
５
０

〈
私
の
〉四
季
草
花
展

１
月
26
日
○日
ま
で

1
０
８
３
７（
４
３
）２
５
０
０

収
蔵
名
品
展

12
月
23
日
○祝
ま
で

1
０
８
２
７（
４
１
）１
０
１
０

11
月
30
日
○土
〜
12
月
28
日
○土

（
集
中
イ
ベ
ン
ト
は
12
月
22
日
○日
）

徳
山
市
・
御み

幸ゆ
き

通
、青
空
公
園

□問
徳
山
商
工
会
議
所

1
０
８
３
４（
３
１
）３
０
０
０

12
月
15
日
○日

萩
市
・
萩
ス
タ
ジ
ア
ム

□問
萩
市
体
育
課

1
０
８
３
８（
２
５
）５
５
１
９

12
月
21
日
○土

美
川
町
・
美
川
ム
ー
バ
レ
ー
地
底
ホ
ー
ル

□問
美
川
町
企
画
振
興
課

1
０
８
２
７（
７
６
）０
３
３
０

年
末
年
始
は
、
大
量
の
食
品
を
購

入
し
、
保
存
す
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
。
冬
場
と
は
い
え
、食
中
毒
に
油

断
は
禁
物
で
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

●

お
せ
ち
料
理
な
ど
は
、暖
房
し
て
い

る
部
屋
に
そ
の
ま
ま
放
置
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

●

忘
年
会
、
新
年
会
で
出
さ
れ
た
料

理
は
、持
ち
帰
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

●

冷
蔵
庫
に
は
、食
品
を
詰
め
過
ぎ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

●

消
費
期
限（
賞
味
期
限
）を
よ
く
確

認
し
ま
し
ょ
う

●

フ
グ
に
は
、水
洗
い
や
加
熱
で
は
な

く
な
ら
な
い
猛
毒
が
あ
り
ま
す
の

で
、素
人
が
調
理
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

□問
県
生
活
衛
生
課

1
０
８
３（
９
３
３
）２
９
７
４

十
二
月
十
日
か
ら
一
月
三
日
ま
で
、

年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動
を

実
施
し
ま
す
。

慌
た
だ
し
さ
が
増
す
こ
の
時
期
、

一
人
ひ
と
り
が
次
の
こ
と
に
注
意

し
、
年
末
年
始
を
無
事
故
で
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

●

午
後
四
時
か
ら
の「
前
照
灯
早
め
点

灯
」
に
努
め
ま
し
ょ
う

●

飲
酒
運
転
や
信
号
無
視
な
ど
、
無

食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

年
末
年
始
を
無
事
故
で
過
ご
し

ま
し
ょ
う お

知

ら

せ

県からのお知らせや募集、各地で行われるイベントなどの
情報をお届けします。
※□問はお問い合わせ先、□申はお申し込み先を表しています。
※詳細な情報までは記載できませんので、詳しくはお問い合わせください。
※市町村によって配布日が異なるため、一部既に終わったイベント等がある場合があります
ので、ご容赦ください。

やまぐち
インフォメーション

1
０
８
３
８（
２
４
）２
４
０
０

□休
毎
週
月
曜
日（
た
だ
し
、12
月
23
日
、１
月

13
日
は
開
館
、１
月
14
日
は
休
館
）
、

12
月
24
日
〜
１
月
２
日

北ほ
く

斎さ
い

・
広ひ

ろ

重し
げ

・
国く

に

芳よ
し

富
士
の
風
景
○高
○文

12
月
13
日
○金
〜
１
月
26
日
○日

□料
一
般
５
０
０
円
／
学
生
４
０
０
円

※
○高
の
付
い
て
い
る
催
し
や
行
事
は
七
十
歳
以
上
の
方
は
無
料
で
す
。
○文
の
付
い
て
い
る
催
し
や
行
事
は
、幼
児
、児
童
、生
徒
お
よ
び
学
生（
大
学
お
よ
び
短
期
大
学
の
学
生
を
除
く
）は
無
料
で
す（
十
八
歳
以
下
の
専
修
学
校
お
よ
び

各
種
学
校
の
生
徒
、高
等
専
門
学
校
の
学
生
を
含
み
ま
す
）。
な
お
、県
立
施
設
の
○文
の
付
い
て
い
る
行
事
は
、十
八
歳
以
下
の
方
お
よ
び
十
九
歳
以
上
の
高
等
学
校
、盲
学
校
、ろ
う
学
校
、養
護
学
校
の
生
徒
も
無
料
で
す
。
□休
は
県

立
施
設
の
休
館
日
を
表
し
て
い
ま
す
。
□料
は
消
費
税
込
み
で
す
。

県
立
施
設
の

行
事
案
内

1
０
８
３（
９
２
５
）７
７
８
８

□休
毎
週
月
曜
日（
た
だ
し
、12
月
23
日
、

１
月
13
日
は
開
館
、12
月
24
日
、１
月

14
日
は
休
館
）、12
月
28
日
〜
１
月
４
日

マ
ン
・
レ
イ
写
真
展
○高
○文

山
口
県
立
美
術
館

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

謀
な
運
転
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

●

運
転
者
だ
け
で
な
く
、同
乗
者
も
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
、小
さ
な
子

ど
も
に
は
、チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

□問
県
交
通
安
全
対
策
室

1
０
８
３（
９
３
３
）２
６
１
９

県
で
は
、一
般
競
争
入
札
に
よ
り
次

の
県
有
地
を
売
却
し
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
詳
し
い

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧

く
だ
さ
い
。

□問
県
管
財
課

1
０
８
３（
９
３
３
）２
２
２
８

http://w
w
w
.pref.yam

aguchi.
jp/gyosei/kanzai/

県
の
行
っ
て
い
る
事
業
の
内
容
を
ご

理
解
い
た
だ
く
た
め
、
通
信
簿
方
式

に
よ
っ
て
事
業
を
評
価
し
た
事
業
ス
コ

ア
カ
ー
ド
を
、
次
の
場
所
で
公
開
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
詳
し
い

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧

く
だ
さ
い
。

●

公
開
場
所

県
情
報
公
開
セ
ン
タ
ー
（
県
庁

一
階
）

地
方
県
民
相
談
室

□問
県
財
政
課

1
０
８
３（
９
３
３
）２
１
７
０

http://w
w
w
.pref.yam

aguchi.
jp/gyosei/zaisei/

県
立
衛
生
看
護
学
院
と
県
立
萩
看

護
学
校
の
看
護
学
生
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。（
募
集
人
員
は
、推
薦

入
学
に
よ
る
募
集
人
員
を
含
み
ま
す
。）

●

県
立
衛
生
看
護
学
院（
防
府
市
）

○

第
一
看
護
学
科（
修
学
年
限
三
年
）

・
募
集
人
員

五
十
人

・
試
験
日

１
月
31
日
○金
、２
月
１
日
○土

○

第
二
看
護
学
科（
修
学
年
限
二
年
）

・
募
集
人
員

五
十
人

・
試
験
日

１
月
29
日
○水
、30
日
○木

○

願
書
受
付
期
間

１
月
６
日
○月
〜
16
日
○木（
消
印
有
効
）

●

県
立
萩
看
護
学
校（
萩
市
）

○

第
一
看
護
学
科（
修
学
年
限
三
年
）

・
募
集
人
員

四
十
人

・
試
験
日

２
月
４
日
○火
、５
日
○水

○

第
二
看
護
学
科（
修
学
年
限
三
年
）

・
募
集
人
員

二
十
五
人

・
試
験
日

２
月
６
日
○木
、７
日
○金

○

願
書
受
付
期
間

１
月
６
日
○月
〜
20
日
○月
（
消
印
有
効
）

※
受
験
資
格
、願
書
の
請
求
方
法
な

ど
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

□問
県
立
衛
生
看
護
学
院

1
０
８
３
５（
２
３
）１
９
２
０

県
立
萩
看
護
学
校

1
０
８
３
８（
２
６
）６
５
０
０

●

募
集
題
材

○

自
然
と
緑
化
の
部（
美
し
い
木
や
森
の

姿
な
ど
緑
の
大
切
さ
を
表
す
も
の
）

○

林
業
の
部（
山
林
作
業
の
状
況
な
ど

森
林
・
林
業
の
大
切
さ
を
表
す
も
の
）

●

応
募
資
格

県
内
に
お
住
ま
い
の
ア
マ
チ
ュ
ア

の
方

●

作
品撮

影
場
所
が
県
内
で
、四
つ
切
り

ま
た
は
ワ
イ
ド
四
つ
切
り
サ
イ
ズ
の

一
枚
写
真
。
自
作
、未
発
表
の
も
の
。

（
カ
ラ
ー
・
白
黒
は
問
い
ま
せ
ん
。）

●

応
募
点
数

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●

応
募
方
法

応
募
作
品
の
裏
面
に
、
題
材
区

分
、題
名
、撮
影
場
所
、撮
影
年
月

日
、内
容
説
明
、住
所
、氏
名
、職
業
、

電
話
番
号
お
よ
び
年
齢
を
記
入
し
、

ご
送
付
く
だ
さ
い
。

●

応
募
期
限

１
月
17
日
○金（
消
印
有
効
）

●

賞最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
三
点
、

入
選
四
点
、佳
作
四
点

●

そ
の
他

応
募
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者

に
帰
属
し
、応
募
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん
。

□問
□申
県
林
政
課

1
０
８
３（
９
３
３
）３
４
６
０

岩
国
徴

ち
ょ
う

古こ

館か
ん（
岩
国
市
）

12
月
23
日
○祝

阿
東
町
・
地じ

福ふ
く

公
民
館
前
駐
車
場

□問
地
福
公
民
館

1
０
８
３
９
５（
２
）０
３
７
９

12
月
27
日
○金

須
佐
町
・
ふ
れ
あ
い
す
さ
休
憩
所

□問
須
佐
町
経
済
課

1
０
８
３
８
７（
６
）２
２
１
９

12
月
28
日
○土

秋
穂
町
・
道
の
駅
あ
い
お

□問
秋
穂
町
商
工
会

1
０
８
３（
９
８
４
）２
７
３
８
　

１
月
１
日
○祝

岩
国
市
・
岩
国
城
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

□問
岩
国
市
観
光
課

1
０
８
２
７（
４
１
）１
４
７
７

１
月
１
日
○祝
〜
３
日
○金

橘
町
・
嵩だ

け

山さ
ん

中
腹

□問
橘
町
産
業
振
興
課

1
０
８
２
０（
７
７
）５
５
０
２

１
月
１
日
○祝

防
府
市
・
大
平
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

□問
防
府
市
索
道
事
務
所

1
０
８
３
５（
３
８
）０
４
４
２

１
月
２
日
○木

豊
北
町
・
二
見
漁
港
、夫
婦
岩

□問
豊
北
町
企
画
振
興
課

1
０
８
３
７（
８
２
）１
９
１
６

１
月
７
日
○火

下
松
市
・
妙

み
ょ
う

見け
ん

宮ぐ
う

鷲じ
ゅ

頭と
う

寺じ

□問
妙
見
宮
鷲
頭
寺

1
０
８
３
３（
４
１
）１
３
４
５

イ

ベ

ン

ト

葛
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

富
ふ

嶽
がく

三
さん

十
じゅう

六
ろっ

景
けい

神
か

奈
な

川
がわ

沖
おき

浪
なみ

裏
うら

横大判錦絵　
天保2～5年（1831～34）

募

集

催

し

徳山冬のツリーまつり（徳山市、日程はイベント欄をご覧ください）

○高

○文
○文

○文

マン・レイ
「アングルのヴァイオリン（キキ）」

1924年

12
月
20
日
○金
〜
２
月
２
日
○日

□料
一
般
１
０
０
０
円
／
学
生
８
０
０
円

1
０
８
２
７（
２
９
）１
６
０
０

ウ
イ
ー
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

ヴ
ァ
ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

錦に
し
き

織お
り

健け
ん

（
テ
ノ
ー
ル
）

頼よ
り

近ち
か

美み

津つ

子こ

（
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
）

１
月
24
日
○金
19
時
〜

□料
（
前
売
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１月15日 
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１月21日 

１月22日 

１月23日 

1,479.42 

2,141.38 

261.56

萩市大字山田 

秋芳町大字岩永本郷 

山口市大手町 

所 　 　 在 　　  地 
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いわ  なが   ほん   ごう 

おお    て    まち 

入　札　日 現地説明会 面積（平方㍍） 
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ふれあい山口 2002.12 12

●「ふれあい山口」へのご意見、ご感想をお寄せください。県政へのご意見、ご要望などもお待ちしています。
●この広報誌は、自治会などを通じてお届けしています。ご近所で未着の方がありましたら、市役所・町村役場・県総
合庁舎・県広報広聴課にもご用意していますので、その旨お伝えください。●この広報誌は、再生紙を使用しています。

お便りコーナー

県人口・世帯数（2002.9.1現在）
人口／1,517,378人（前月比+503人）
男／717,120人・女／800,258人
世帯数／591,629世帯

クイズ 新発見 
やまぐち ？ 

応募方法＝クイズの答え、住所、氏名、
年齢、職業を記入し、はがき、
ファクスまたはＥメールでご応
募ください。

送 り 先＝〒753-8501 山口市滝町1－1
山口県広報広聴課内
「クイズ新発見やまぐち」係

ファクス番号＝083（933）2598

Ｅメールアドレス＝a11000@pref.yamaguchi.jp

締切り＝1月6日（月）（消印有効）

正解者の中から抽選で20人の
方に「ふれあい山口」オリジナル
図書カードをプレゼント。当選者
名は3月号の誌上で発表。

9月号の正解は
「③　112番」でした。

［当選者］
田中ひとみ（下関市）、秋山照代（宇部市）
岩谷ゆみの（萩市）、長廣詳右（徳山市）
大川弘子（防府市）、西田和江（下松市）
星出えつ子（岩国市）、渡辺稔雄（光市）
末田ツギエ（柳井市）、土井志津子（美祢市）
篠田隆夫（新南陽市）、岡村美子（周東町）
深内秀雄（美川町）、下川紀代子（大和町）
村上弘子（田布施町）、山本テルノ（小郡町）
鎌田勝美（阿知須町）、横山弘子（山陽町）
杉原敏子（豊浦町）、吉村美樹（豊北町）
［敬称略、正解1，078通］

大みそかにそばを食べるのはなぜ？

大みそかには、年
とし

越
こ

しそばを食べる

ご家庭が多いと思いますが、なぜこの

ような習
しゅう

慣
かん

が始まったのでしょうか。

その由来については、さまざまな説が

あります。細くて長いそばの形から、家

運や寿
じゅ

命
みょう

などが永
なが

く延
の

びるように願い

を込
こ

めたという説や、そばが切れやす

いことから、一年の苦労や災
わざわ

いなどを切

り捨
す

てるという説、植物のソバは多少の

風雨に当たっても、翌
よく

日
じつ

、日が差すと立

ち直るので、それにあやかったという説

など・・・。

今年も残すところあとわずか。年
とし

越
こ

し

そばを食べるときは、その由来について、

いろいろ考えてみるのも良いでしょう。

日
本
海
側
は
、ブ
リ
の
好
漁
場
で
す
。ブ

リ
は
、「
ハ
マ
チ
」「
メ
ジ
」
な
ど
、成
長
す
る
に

つ
れ
て
呼
び
名
が
変
わ
る
た
め
、出
世
魚
と

い
わ
れ
、縁
起
が
良
い
食
べ
物
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
す

る
料
理
は
、魚
の
に

お
い
が
苦
手
な
方
も

お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
一
品
で
す
。ぜ
ひ
、

お
試
し
く
だ
さ
い
。

特産品を使った

やまぐちの食彩

「ブリとサツマイモのピリ辛」

月号の特集「みんなで子どもを
育てましょう」は、母親として、と

ても心強く思いました。安全面でも、教
育面でも安心できる地域社会をつくっ
ていきたいものです。

新南陽市　女性　 27歳

まぐちインフォメーション」のコー
ナーは、実際に出掛けられな

くても、こんな行事や催しがあるんだ
なあと、季節を感じつつ、拝見してい
ます。

下関市 女性 70歳

①ブリは、一口大に切り、塩とコ
ショウを振って、Aの中に10分
間浸しておく。

②①にかたくり粉をまぶし、約
180℃に熱した油で揚げる。

③サツマイモは、一口大に切って、
約170℃に熱した油で揚げる。

④なべにBを入れ、ひと煮立ちし
たら、火を止め、②、③を入れて、
混ぜ合わせる。

⑤④を皿に盛り、刻んだ小ネギを
振り掛ける。

作り方

10 「や

編集後記

師走は、何かと慌ただしい日が続きます。

体調を崩しやすい時期ですので、健康に気

を付けて、明るい新年をお迎えください。年

越しそばもお忘れなく。

ふ
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い
山
口
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巻
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）
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▲

9月に行われた同大会で、準優勝を果たさ

れました。この競技は、1チーム3人の団体戦

で、28㍍先の的に当てた矢の合計本数を競

うものです。今後も、皆さんの活躍が大いに

期待されます。

表紙の人

第57回国民体育大会夏季大会弓道競技
（成年女子近的競技）の準優勝者

［左から］

梅
うめ

田
だ

幸
みゆき

さん、杉
すぎ

岡
おか

真
ま

紀
き

さん、金
こん

野
の

智
とも

子
こ

さん

今回の特集でご紹介した、やまぐち未来デザイン21第三次実行計画
に掲げた、プロジェクトの数は、次の3つのうちどれでしょう。

4 40 4001 2 3

１人分エネルギー 410kcal

材料（4人分）

ブリ････････････････300ｇ
A ･ 酒大さじ1、塩、コショウ各少々

しょうゆ大さじ1
ショウガのしぼり汁小さじ1

かたくり粉 ･･････････大さじ2
サツマイモ･･･････････中2個
B ･ ハチミツ大さじ2、しょうゆ大さじ1

レモン汁小さじ2
トウバンジャン小さじ1

小ネギ････････････････4本

清
し

水
みず

シヅ子
こ

さん（阿武町）


